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To acknowledge the duty that accompanies every right 
 

「隣人を自分のように愛しなさい」 

ルカによる福音書 １０章２７節       

 

聖 句 

ありがとうの反対語 

奥田時夫 
「ありがとう」の反対語など今まで考えたこともなかった。 
教えてもらった答えは「あたりまえ」。「ありがとう」は漢字で書くと「有難（ありがた）し」という意味だ。あることがむ

ずかしい、まれである。めったにない事にめぐりあう。すなわち、奇跡ということだ。奇跡の反対は、「当然」とか「当たり
前」我々は、毎日起こる出来事を、当たり前だと思って過ごしている。 
ある夫婦の話もしてくれた。晩酌の時、いつも無口の夫が、「ちょっと、お酌してくれないか？」と珍しく妻に言った。台

所の片付けをしていた妻は、「今、忙しいから自分でやって」。夫は少し寂しそうだったが、手酌で酒をついだ。その、２～３
時間後、夫は急に倒れ、救急車で病院に運ばれ、帰らぬ人となってしまった。後に、妻は、何故あの時、夫にお酌をしてあげ
なかったのかと、ずっと悔やんだという。あの時何故、もっと、優しい言葉で、こぼれるような笑顔で、感謝の言葉で、接す
ることができなかったのか…誰しも、今日と同じ日が明日も繰り返されると思う。 
今日、誰かと出逢い、話し、笑い、食事をして、仕事ができる。こんな当たり前だと思うことが、本当は奇跡の連続なのだ。

「有ること難し」生きて、出逢う、という奇跡の連続に、「ありがとう」を言わずにいられない。引用元：Facebook 愛 感
動そして涙のストーリー 
毎日、生きていることがもしかしたら奇跡なのかもしれません。大事な人と明日も逢えると思っていたのに、明日を待たず

に永遠の別れになることもあるかもしれません。だから…今日を、いえ、今を感謝して生きていきたいと思います。 

●国 際 会 長 “Let Us Walk in the Light–Together”「ともに、光の中を歩もう」Henry J. Grindheim（ノルウェー） 

●ｱｼﾞｱ太平洋地域会長 “Respect Y’s Movement ”「ﾜｲｽﾞ運動を尊重しよう」 Tung Ming Hsiao（台湾） 

●西日本区理事 「2022年に向けて「心身の健康づくりから、ｸﾗﾌﾞの健康づくりへ」」 大野 勉（神戸ﾎﾟｰﾄ） 

●中 西 部 部 長  「未来には希望がある」 大村 肇（大阪ｾﾝﾃﾆｱﾙ） 

“Let us enjoy our club life together” 

一緒にクラブの活動を楽しみましょう！ 

2017～2018 年度 福島眞一 会長主題 

主 題 

〈 TOF CS FF STEP for All 〉 

各クラブ独自で行っている素晴らしいCS事業をワイズ全体に発信し、自慢しましょう。互いに知り合う事でワイズ活動の活発化を

促進しましょう。各種献金は期限までにお願いします。         吉田由美 地域奉仕・環境事業主任（大阪なかのしま） 

 

強調 
テーマ 

今月の題字写真 ≫≫ 

たこ・つらら・うさぎ ２ 



報告者 ・ 工藤 義正 

１ 月 役 員 会 報 告  

 
１． 1月例会 

［1月20日（土）12：00～15：00 大阪YMCA2階ホール］ 

プログラム：「中西部合同新年会」 

２. 1月会計報告 

３. 第3 回中西部評議会 1 月20 日（土） 午前中 ＹＭＣＡ会館 

４. 後期半年報提出 

５. 岩田メンの交通事故入院経過報告 

６．  ワイズメンズピンクシャツ 12 枚分 支払い 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１月例会出席者数 １月例会出席率 B F ニコニコ TOSファンド 

メンバー    6 名 

広義・功労会員 2 名 

メネット    1 名 

コメット    0 名 

ビジター・ゲスト 0名 

出席者合計   9名 

会員例会出席者 8 名 

メーキャップ 2 名 

合  計   10 名 

現会員数   16 名 

出席率対象数 12 名 

出 席 率      83.3％ 

切 手        0pt 

現 金       0pt 

 

 

         

今期合計     0pt 

1月分      0円 

 

 

 

 

今期合計 30,500円 

 

1月分        0 円 

 

 

 

 

残高合計  1,333,131円 

 

報告者 ・ 福島 眞一 

１ 月 例 会 報 告 

1月20日に大阪YMCA会館で中西部の合同新年会が開催され、

85名の参加者が集まりました。大村肇中西部長の開会宣言・点

鐘で始まり、部長・来賓の挨拶・祝辞がありました。 

半期が過ぎ、マラソンで言えば折り返し点を通り過ぎる時点ま

で来たという話があり私の会長任期も半分過ぎたと実感しま

した。大阪土佐堀クラブからは今村特別メネットも来てくださ

り、10名の参加者がありました。 

第2部は、大阪府立三島高等学校ジャズダンス部の力強く、

まとまりの良いジャズダンスのダンスがありました。 

  

日 時 ： 2018年1月23日（火） 18：30～20：30 

場 所 ： 奥田ビル3階 

出席者 ：福島会長、岩原、岡野、奥田、工藤、小路、只野、丹吾 

中川、水口 

三島高校のジャズダンス部は今年も世界大会に出場する世

界的にも活躍しているクラブで大変良かったです。もうちょ

っと長く見る事ができるともっと良かったのにと思いまし

た。 

 第3部は、懇親会でなだ万のおいしいお弁当を頂きました。

アピールタイムでは、大阪土佐堀クラブの1 月～6 月の例会

予定のチラシを、特に4月例会のミャンマーのエイズ孤児支

援のチャリティーコンサートをアピールすることができま

した。 

ホストクラブの高槻クラブの心のこもったおもてなしが

素晴らしかったと思いました。 

 

２２００１１８８      ２２            ＴＴＯＯＳＳＡＡＢＢＯＯＲＲＩＩ                    MMoonntthhllyy  RReeppoorrtt                          PPaaggee  ２２  

７．  中西部メネットアワー 2018 年2 月17 日（土） 

14：00～16：00 大阪ＹＭＣＡ10 階 

８．  土佐堀ＹＭＣＡチャリティーボウリング 1 月27 日（土） 

    17：30～ 桜橋ボウル 参加予定：7 名 

 

日  時 ： 2018年1月20日（土） 12：00～15：00 

場  所 ： 土佐堀ＹＭＣＡ 2階ホール 

内  容 ： 「中西部合同新年会」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第72回ワイズメンズクラブ国際大会情報 ① 

 

第72回ワイズメンズクラブ国際大会が今夏韓国麗水で開催されます。 
このコーナーでは今月から大会公式ウェブサイトより国際大会の情報を 
シリーズでお伝えします。初回は大会テーマについてです。 
 

２２００１１８８      ２２                  ＴＴＯＯＳＳＡＡＢＢＯＯＲＲＩＩ                    IIBBCC  &&  IInntteerrnnaattiioonnaall                  PPaaggee  ３３  

日時：2018年8月9日～12日 

会場：韓国麗水（ヨス）国際会議場 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２００１１８８      ２２                  ＴＴＯＯＳＳＡＡＢＢＯＯＲＲＩＩ                    sscchheedduullee                              PPaaggee  ４４  

３月例会  

 

3 月20 日（火） 

18：30～20：20 

大阪YMCA 会館9F 

会費 ￥1,500- 
笑笑亭一門 『英語落語』 

出演者 

    笑笑亭ちゃめ吉 

    笑笑亭 

４月例会  

 

4 月21 日（土） 

18：00～20：30 

大阪YMCA 会館9F 

会費 ￥3,000- 

Preto Plato 『エイズ孤児支援コンサート』 

 

プレトプラトはポルトガル語で「黒いお皿」という言葉。Kawole(ボーカ

ル)Fujii Taku（ギター）Takenaka Hiromi（チェロ）による3 人のアコ

ースティックユニット。樹木から生み出された、ギターとチェロという深

く柔らかなふたつの楽器と声で綴る色彩に満ちたタペストリー。ボサノヴ

ァや光溢れるブラジルの歌、ブラジル・コンテンポラリー音楽を取り上げ

ながら、オリジナル曲、にほんごの古き新しい詩世界を乗せて、独自の世

界観で紡ぐ。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２２００１１８８      ２２                  ＴＴＯＯＳＳＡＡＢＢＯＯＲＲＩＩ                    IInnffoorrmmaattiioonn                          PPaaggee    ５５  

出産の日には、小児科医が横で待機しており、赤ん坊が取
り上げられるとすぐにそこから先は小児科医の仕事となり、
産科医はお母さんの方に専念します。 

出産する病院が決まると今度はその病院が主催する病院ツ
アーへ参加します。入院する部屋や、分娩室や、様々な設備
を見せてもらい、ドクター、ナース、技術師などから色々な
説明があり、どんな質問にも対応してもらえます。何か問題
があった時などに備えて、精神科も含めてあらゆる種類のサ
ポートグループに紹介してもらいます。出産準備クラスも行
われ、必ずお父さんも参加します。毎日が忙しくなります。 
ツアーの時、分娩室に案内して下さった方が、「ここへは10

人まで入れます。」とおっしゃったのを聞き、エッ！エエッ！
10 人!?家に帰って、思わず招待者リストを作ってたら、夫か
ら「やめとけ！！」と言われました。でもねぇ、想像できち
ゃうんですよ。じいちゃん、ばあちゃん、おじさん、おばさ
ん、いとこにはとこがゾロゾロと分娩室に入っていくハワイ
のローカルファミリーの姿…。 
最後に、私たちが選んだ三枝次郎小児科医師を紹介させて

下さい。三枝先生は日本人でオアフ島に住む日本人家族の多
くが選ぶ名物ドクターです。海音と大地が生まれるとすぐに
病室に日本国総領事館に提出する書類を持ってきて下さった
のもこのドクターを選んだ特権と言えるでしょう。なにせ出
生後３ヶ月以内にこれをしないと子供たちの日本国籍がとれ
なくなりますから。三枝先生は、今もまだ子供たちを診ても
らっている、とてもいいドクターです。 
 

今回はハワイでの出産についてお伝えします。 
ハワイでは妊娠するとまず産婦人科クリニックへ行きま

す。ドクターは１人で診るのではなく、いろいろな分野の専
門医とチームワークをとりながら様々な検査を行い、妊婦や
家族と共に出産に向けての準備を行っていきます。 
しかし、実際の出産はクリニックでは行いません。ドクタ

ーと相談しながら、どこの病院で出産するかを決めるのです。
オアフ島には、ハワイ州最大のクイーン、産婦人科と小児科
専門のカピオラニ、私たちが住む裏オアフ側にあるウインド
ワード、軍専門のトリプラーと、設備の整った大病院が４つ
あります。カピオラニ病院を選ぶ人がとても多く、海音と大
地もそこで生まれました。ついでに元大統領のオバマさんも
そこで生まれました。 
 日本では赤ん坊が生まれるとしばらくはそのまま産婦人

科医が診るようですが、アメリカでは妊娠中期になると、自
分で小児科医を決め、何か異常があるとその小児科医と産婦
人科医が連絡をとりながら治療法を考えていきます。 

岩田さんお見舞い 

奥田時夫 
 

1月19日(金)大阪西クラブ畠平雅生さんと私と二人で、岩
田さんの入院先（いぶきの病院）へお見舞いに行ってきまし
た。 
入院の経緯は、昨年12月10日交通事故に会われました。

自宅近くの横断歩道を渡っているときに、左から来た乗用車
がぶつかり意識不明の重体になりました。ICUへ救急搬送さ
れ2日後にはCCUへその後一般病棟へと移り順調に回復され
、1月4日にはリハビリのため転院され、食欲も旺盛ですこ
ぶる元気にされています。 
 
8月に開催されますワイズメンズクラブ世界大会（韓国・

麗水）には是非とも出席をしたいとのことで、世界大会に向
けてリハビリをしたり麗水の歴史本（韓国語）を読んだりと
意欲的な入院生活をされていました。 
畠平さんとも話が弾み、いつものようにおしゃべりをされ

ていました。友人知人にお会いすることがより良いリハビリ
につながるとのことで、皆さま是非面会に行っていただくこ
とを希望いたします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 

★「いじめのない世界をめざそう」YMCA 

ピンクシャツデー2018★ 

 

今年も全国ＹＭＣＡと共にピンクシャツデー（PINK 

SHIRT DAY）を実施いたします。2月28日（水）当日に

向けて、YMCA 各拠点にて、ピンク色のアイテムを身に

着けたり飾ったりすることでいじめ反対をアピールし

ていきますので、ご協力をお願いいたします。世界的な

「いじめ」反対運動に連なり、地域社会や他団体・企業

・行政とも協働して、広く、推進してまいります。 

 

ピンクシャツデー…2018年2月28日（水） 

※取り組み期間…2018年1月～3月3日（土） 

 

― 誕生日 ― 

  23日 水口 久美子 

 

― 結婚記念日 ― 

5日 岩田 晋・千代 

▽ 今月の誕生日 ・結婚記念日 ▽ ▽ 今後の予定 ▽ 

― 2月 ― 
17日(土)中西部メネットアワー       土佐堀YMCA 
20日(火)クラブ例会(18:30～)       土佐堀YMCA       
26日(月)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 
26日(月)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 
※2月の役員会の日程が変更になりますご注意ください※ 
 
― 3月 ― 
20日(火)クラブ例会(18:30～)       土佐堀YMCA       
27日(火)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 
27日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 

２２００１１８８      FFeebbrruuaarryy        ＴＴＯＯＳＳＡＡＢＢＯＯＲＲＩＩ  

ＭＭＯＯＮＮＴＴＨＨＬＬＹＹ    ＭＭＥＥＥＥＴＴＩＩＮＮＧＧ    ＰＰＲＲＯＯＧＧＲＲＡＡＭＭ≫≫  

★大阪YMCAクリスマス献金に引き続き 

ご協力をお願いします！★ 

 

＊個別支援プログラム支援金…地域における課題解決（地域

支え合い・交流、世代間交流、児童養護施設招待キャンプ、

子育て支援など）のプログラムのために 

＊国際奨学金支援金…海外からのユースの勉学支援のために 

＊国際協力募金…日本 YMCA 同盟が行う国際支援活動（災害､

紛争、貧困等の解決）のために 

＊国際協力活動支援金…グローバル社会に平和を創りだすア

ジアのユース育成のために 

＊青少年育成活動支援金…チェンジメーカーとして社会課題

解決に参画する青少年育成のために 

【期限】2018年1月31日（水）まで 

【お問合せ】お近くの YMCA またはクリスマス献金事務局

（TEL: 06-6441-0894） 

＜ 南アフリカ観光記 ＞ 

 
日時：２０１８年２月２０日（火）１８：３０～ 
会場：土佐堀ＹＭＣＡ １０階 
会費：５００円 
司会：工藤 義正メン 
担当：２班（岩原・岩田・工藤・小坂井・小路） 
 
１．開会宣言・点鐘          福島眞一会長 
２．ワイズソング           一 同 
３．ゲスト紹介            司 会 者 
４．聖句朗読・メッセージ       工藤義正メン 
５．食前感謝             工藤義正メン 
６．晩餐と歓談            一 同 

７．メンバースピーチ          福島眞一会長 

  「南アフリカ観光記」 
８．ファンドオークション       小路清一連絡主事 

９．インフォメーション         工藤義正メン 
10．ＹＭＣＡニュース               小路清一連絡主事 
11．誕生日・結婚記念日                福島眞一会長 
12．ニコニコ                   司 会 者 
13．ＹＭＣＡの歌                一 同 

14．閉会宣言・点鐘              福島眞一会長 
 

撮影：福島会長 南アフリカにて 


